
 

 

 

 

 

先日、人権・PTA ハートフル講演会では 1 年生が文化祭で発表してくれた SDGs
（持続可能な開発目標）について考えました。この SDGs は 2030 年を達成期限
としています。現在、多くの人が 13 歳から 15 歳の皆さんが、20 歳から 22 歳に
なっている世界です。まだまだ先のことのように感じますが、大きな目標の達成に
向けては、十分な時間があるとは言えません。 
◇ すべての人に健康と福祉を 
◇ 質の高い教育をみんなに 
◇ ジェンダー平等を実現しよう 
◇ 働きがいも経済成長も 
◇ 住み続けられるまちづくりを 
◇ 気候変動に具体的な対策を 
◇ 平和と公正をすべての人に 
今回は 17 ある SDGs の目標の

うち、上の７つを取り上げて考えま
したが、後 10 ある目標も含めて、
今の自分たちにできること、例えばものを大切に扱い使い切る、お互いの違いを認
め尊重し合う、正しい知識を持ち健康を保つなど、誰かがやってくれるではなく、
自分ごととしてできることから始めていきたいですね。 
本格的に社会の一員として皆さんが活躍する世界が、みんなにとって幸せを感じ

ることができる世界であることを願っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別所中学校から見える地域の風景です。左が 10 月 18 日、右が 11 月 21 日に

撮影したものです。この間 1 か月ほどですが、生徒たちは色づく地域の風景に包ま
れながら、文化祭やトライやる・ウィークなど貴重な体験を積んできました。特に
トライやる・ウィークでは地域の事業所の方々や保護者の方々にご協力いただき、
本当にありがとうございました。 

12 月を迎え学校では、昨年に引き続いて全校生徒で自分たちの学校生活や校則
を見直す活動を進めています。まずは各学年で意見を出し、それを持ち寄って 3 学
年の縦割り班で議論を深めます。みんなが過ごすしやすい学校生活を、みんなで創
っていく活動となることを期待しています。  

              学校長 坂田 直裕 
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《保護者・地域の皆様へ》 

2030年、世界はどうなっているだろう？ 


